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優しく強い子に！ むさしの Jr.3年生リーグ
1月 29日(日) 於)由井三小グラウンド
〇チームのめあて:スペースへボールを運ぶ、
取られたら取り返す 技を５つは使う

[むさしの公式]南八王子３－２ＹＮキッカーズ
（前半２－１）得点者:岡村君 3

[フレンドリー]南八王子０－２西原 SC（前半０－１）
ホームに強豪を迎え日頃の練習の成果を試し合いま

した。第一試合の YN キッカーズ戦は開始早々から怒
涛の全員攻撃で相手ゴール前まで詰め寄り、ゴチャゴ
チャの中から岡村君が先制。ところが最近やられる事
の多い CK からの弾き返しを頭越しのミドルで合わせ
られ同点。その後、岡村君の CK を岩田君がヘッド、
右からの折り返しに左サイドから忍び寄った中村君が

http://www.minamih.net/ シュートと、惜しくも決まらなかったもののサイドを
１７・２・ ５（日） 使った折り返しからの攻撃の形が出来ていました。
南ＮＥＷＳＮＯ１０８ 前半終了間際に岩田君が放ったミドルシュートの跳

ね返りを岡村君が押し込んで再度勝ち越しましたが、
後半またも敵 CKをヘッドで合わせられ同点。それでも諦めず攻め
続けた終了間際、相手 GKともみ合い PKを勝ち取った岡村君の 3点
目で勝利しました。
二試合目は西原とのフレンドリーマッチ。開始早々に

一気のカウンターで失点。その後相手の巧みなドリブル
に苦しみながらも全員サッカーで最少失点で前半を凌ぎ
ました。後半ドリブルで持ち込まれ大きく再度チェンジされた先
への対応が遅れ 2点目を奪われてしまいましたが、中盤で相手ボ
ールを奪った岡村君が単独でドリブル突破、シュートを放ちまし
たが GKの好セーブで牙城を崩す事は出来ませんでした。残念…。
それでも西原相手に堂々とした試合運びお見事でした。
三試合目に多摩川 Jrさんに南の 2年＆少女主体のフレンドリー

マッチを組んで頂きました。結果は０－６で負けましたが、時折
インターセプトからのドリブル突破など見せ場を作ってくれまし
た（ 15分のみで谷口審判でしたので内容が薄くスミマセン）。

倉本聰さんに学ぶ
2 月 2 日(木)に倉本聰さん作･演出の「走る」を鑑賞してきました。30 名ほ

どの男女が１年間を走り通す過酷なイベントに挑戦するという設定で，舞台を
走り回りながら自分の人生や想いを語り，独白し，叫ぶという演出でした。
男性ランナーの一人が「批評と創造はどっちが大事ですか」「理屈と行動は

どっちが大事ですか」「石油と水どっちが大事ですか」と叫んでいました。横

２ 試 合 半 の 中 で、 関 根 君 の ライ ト ア ン グ ル・ マ シ ュ ー
ズ、中村君、岩堀君によるダブルタッチ・ランウイズザボ
ールなど、様々な技へのチャレンジが見られた事は良かっ
たと思います。これからは西原の選手が見せた様な、狭い
スペースでも相手に奪われず抜いていく技、即ち足裏を使
ったV字やイスの形といった、自らのプレイングエリアを守
りつつ運ぶドリブルの技が試合の中でも使える様になって
くれたら嬉しいです。 ｂｙ谷口コーチ
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浜に避難した福島の４年生の男子が「お金と僕たちの命とどちらが大事ですか」
と訴えていたのを想い出しながら聴いていました。
南は理屈より行動，批評より創造を何より大事にしています。
購入してきた倉本さんの著作の一部を紹介します。

理屈と行動
「富良野風話 日本人として」 倉本聰著 財界研究所 Ｐ７７～７９
かつて富良野塾起草文の一節に、こういうフレーズを書いたことがある。
批評と創造とはどっちが大事ですか。
理屈と行動はどっちが大事ですか
世の中、批評･論評･批判するも者ばかり増え、創造する努力をする者がどん

どん減っている。震災瓦礫の受け入れだってそうだ。
石巻の瓦礫を北九州が受け入れようとすると、たちまちそれを放射能瓦礫と

決めつけ、運搬トラックの下にもぐりこんで搬入を阻止しようという行動に出
る。では彼らには、災害瓦礫をどうしたらいいのかというしっかりした代案が
あるのだろうか。それに向かって何らかの建設的行動を取ったのだろうか。福
島と石巻の現実の距離を、地図上でなく走って実感したのだろうか。国の言う
安全、科学者の言う安全が、もはや信用できないから、全てを疑い否定するの
だろうか。否定するのは結構だが、ではその代わりに何をどうしろと彼らは考
え、その方角へ行動したのだろうか。
３・１１が起きた時、日本全てがあれほど奮起し、あたかも一枚岩になった

かのように多くのボランティアが集結し、皆が一丸となったかの如く見えたあ
れは一場の幻だったのだろうか。あの時参集したボランティアの前で声を枯ら
して叫んでいたボランティアリーダーの言葉が忘れられない。みなさん、ここ
ではガレキとかゴミとか、そういう言葉は絶対使わないでください！被災者の
方々にとってはこうした物が全て財産そのものなのです！その財産が今や邪魔
物として日本各地から拒否されている。
細川 護熙元総理、植物学者宮脇昭氏の提唱になる「森の長城プロジェクト」

というものが、今細々と東北で動き出している。
邪魔物とされている震災瓦礫を岩手から福島に至る３００キロの海岸に、土

と混ぜ込んで穴を掘って埋め，万里の長城のような防潮堤を築き、その上に森
を作ってしまおうという、斬新かつ壮大なプロジェクトである。
白砂青松というかつての日本の海岸林の概念を打ち破り、本来その土地に生

息していた深根性、真根性の常緑樹を植樹して、その根を埋め込んだ瓦礫に巻
き付かせ、津波にも抗し得る遠大な堤を築くという極めて画期的な計画である。
既に大槌町や仙台近郊でその企てはスタートしている。こうした一見無鉄砲な
企てこそ、今この国に最も望まれる雄大な企てだと僕は支持する。
ネックは様々に存在するらしい。その一つが、木材瓦礫は焼却しなければ埋

めてはならないという数十年前に制定された産業廃棄物処理法だったりする。
為に環境省は反対している。ケチな法律に縛られてはいけない。瓦礫のために
復興のできぬ東北被災者の方々のために、ならば法律を改正すれば良い。
批評が創造を妨げてはいけない。理屈が行動の足を引っ張ってはいけない。

そんなことでは何も解決しない。

南の大人たちは行動し，創造しています。優しく･強く育ってほしいと願い
ながら，子どもたちと共に育ち合っています。コーチもお家のみなさんもです。
ＮＥＷＳを読んでください。それを行動の始めとしてください。できるだけ

で結構です。子どもたちとコーチのみなさんが共に汗を流している姿を観に来
てください。クラブが目指している方向等の共通理解の基になり，南の行動･
創造をより価値のあるものにしていきます。無理なくできる範囲で行動してく
ださい。そうは言ってもの声が聞こえてきますが‥‥‥。 ｂｙ矢上
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